
 
 
 
 
 
 
 

校   訓 ： 質実 自治 奉仕 
教育目標 ： 自他を尊重し、自律する生徒 

保護者配付 令和７年８月２９日 
地域回覧        令和７年９月５日 

 

◇夏休みが終わり、前期も残すところ１か月半 
 晴天と猛暑が続き、水不足が心配された中での夏休みへの突入でした。柏崎では、お盆

前にまとまった雨が降り、深刻な状況は回避できたでしょうか。川から離れた地域では、

取水に困っている状況は続いているでしょうか。まだまだ、暑い日が続くようです。熱中

症対策をしっかりと取りながら、「学校生活」のリズムに体を戻していけたらと願います。 

今年の８月は、終戦から８０年ということで、例年以上にテレビや新聞などで様々な特

集が報道されました。家庭に戦争を実体験された方がいる場合には、子どもたちに平和を

維持することの大切さが語られ、その思いをしっかりと受け止める機会が生まれるといい

と思っていました。次世代を担う子どもたちと平和の重要さを再認識したいです。 

 

◇わたしの主張柏崎・刈羽大会 

 

○奨励賞         さん（２年）   題 『身の回りの二酸化炭素』 

（発表要旨） 

 昨年の夏、柏崎でも気温は４０℃近くまで上がった。年々気温の上昇がある。地球温暖化は、二

酸化炭素が多く排出されていることが理由の一つである。人間や動物に様々な影響が表れ、食糧

不足や気候変動、砂漠化へとつながる。 

この問題を軽減させる方法としての節約にどのようなものがあるか。グリーンカーテン、シャワ

ーの利用時間の削減、エアコンの温度設定などがある。外で運動することも、室内での電気使用

の削減が可能である。地球温暖化は地球全体で広がっている。日本だけの問題ではなく、世界の

人々や地域と問題の共有が大切である。 

地球温暖化は、寒い地域で暮らす人たちが使うエネルギーの削減につながるというメリットも

ある。しかし、海面上昇、健康被害、経済への影響というデメリットが大きい。 

海面上昇により、海の面積が広がると、人間の生活エリアが狭くなる。南北の極にある氷が溶

けるほかに、海水が温められ膨張することでも海水面の上昇がある。二酸化炭素を減らす生活の

ための節約を心掛けたい。未来の世界が笑顔であふれるように、身の回りの生活を見直し貢献し

たい。 

 

◇体育祭は、９月２０日（土）に実施します（予定）：雨天順延 

 暑さ対策のため、開会式を午前９時００分から始め、閉会式以外の内容を昼休憩前に行

うように計画しています。詳しくは、別に配布予定のプログラムをご覧ください。 

 ＜主な日程＞ 

 

 

 

 

 ９：００ 開会式 

 ９：１５ エール交換、競技など 

１０：５５ パネル紹介、応援合戦 

１１：２０ よさこい披露 

＜昼休憩＞ 

１２：４０ 閉会式 

１３：００ 解団式 

１３：１５ 後片付け 

北条中 学校だより 
令和７年度 第５号 

 

芳 風 
 よ し   か ぜ 



■ ９ 月 の 主 な 予 定 
月 火 水 木 金 土 日 

❾／１ 

前期定期テスト

① 

２ 

前期定期テスト

② 

３ ４ ５ ６ ７ 

８ ９ １０ １１ 

専門委員会 

１２ １３ 

十五夜祭り 

１４ 

１５ 

敬老の日 

１６ 

預り金引落日 

１７ １８ １９ ２０ 

体育祭 

２１ 

体育祭予備日 

２２ 

体育祭振替休日 

２３ 

秋分の日 

２４ 

柏刈新人各種

大会 

２５ 

専門委員会 

２６ ２７ ２８ 

２９ ３０ 

全校集会 

生徒集会 

❿／１ ２ ３ 

英語検定 

４ 

夏渡草刈り 

５ 

市民 

大運動会 

 

 

◇体育祭 青軍、紅軍 それぞれのスローガンを紹介します 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇「伝える」  …夏休み明けの集会で伝えたかったこと 
 夏休み後も、北条中で大事にすることは、「学習」「命」「誰とでも協力」「自分で決

める」の４つです。夏休み前以上に、夏休みから冬休みまでの間には、学習でも学校行事

でも生徒の皆さんが、輝く姿を発揮する場面がぎゅっと詰まっています。 

 夏休み明け、学校生活が始まるタイミングで、これを機会に何かしらの決意、抱負をも

った人もいるかもしれません。これも再三伝えていることですが、１日の１％である１５

分を何かに継続して使うことで、得られることがあると私は信じています。１５分間読書

をする。１５分間スマホやゲーム機から離れる。１５分間筋力トレーニングをする。１５

分間早口言葉の練習をする。「１日の１％作戦」、始めませんか。（ちなみに私は、１５

分の５倍くらいの時間をかけて、毎日歩いています。） 

 以上のことに加え、特に注目したいことがあります。それは、学習でも行事でも、人に

「伝える」ということを意識するということです。体育祭のアナウンスで、壇上で話す人

も何人かいます。原稿を読む人がほとんどですが、その読み方を工夫して、人に「伝える

」「伝わる」話し方ができるかがポイントです。誰に伝えるのか、何を伝えるのか、を考

え、実行している様子が伺える北条中生の姿を楽しみにしています。 （校長） 

青軍は、飛翔～仲間とともに

高く舞い上がれ～です。飛翔

には、鳥のように高く舞い上

がるという意味があるので、

青軍のみんなにもグラウンド

中を駆け巡り、羽ばたいてほ

しいという思いがあります。    

団長  

 紅軍は、為虎添翼です。この

言葉の意味は、もとから力

をつけているものが、さらに

力をつけることという意味で

、みんながもっているそれぞ

れの力を合わせて、さらに

強くしていこうという思いが

あります。  団長  


